
公立大学法人県立広島大学の次期中期目標の公立大学法人県立広島大学の次期中期目標の公立大学法人県立広島大学の次期中期目標の公立大学法人県立広島大学の次期中期目標の方向性について方向性について方向性について方向性について（案）（案）（案）（案）    H30.3.19 【【【【新たな新たな新たな新たな中期目標の基本的な考え方】中期目標の基本的な考え方】中期目標の基本的な考え方】中期目標の基本的な考え方】                 ⅠⅠⅠⅠ    中期目標の期間及び教育研究組織中期目標の期間及び教育研究組織中期目標の期間及び教育研究組織中期目標の期間及び教育研究組織    １ 中期目標の期間（6年間）   2019（平成 31 年）4月 1日から 2025（平成 37）年 3月 31 日まで  ２ 教育研究上の基本組織   ※中期目標策定段階の組織とし，今後組織再編等あれば変更 
ⅡⅡⅡⅡ    実践力のある人材の育成実践力のある人材の育成実践力のある人材の育成実践力のある人材の育成（教育の質の向上（教育の質の向上（教育の質の向上（教育の質の向上に関する目標）に関する目標）に関する目標）に関する目標）   １ 教育に関する目標    ・教育内容の質的向上（アクティブ・ラーニングのさらなる推進），教育課程の体系化，教育体制の整備    ・質の高い学生の確保，新しい入学者選抜，高大接続改革への対応 ・学生の卒業・修了時の能力確保   ２ 学士課程教育に関する目標    ・地域を活かした大学教育の志向への移行，「課題探究型地域創成人材」の育成    ・全学共通教育の充実（地域のグローバル化に対応できる素養を身に付けた人材の育成）    ・専門教育の充実（優れた専門能力を身に付けた社会人・職業人の育成）   ３ 大学院教育に関する目標    ・社会人受入れの拡大，社会人キャリアアップ教育の強化，経営管理研究科における地域を支える経営人材の育成 等   ４ 国際化に関する目標    ・留学生の派遣・受入れの拡大，海外留学のさらなる推進 ５ 学生への支援に関する目標    ・産学連携によるキャリア教育の推進，きめ細やかな学修支援，就職支援    ・心身の健康に関する支援の強化    ・留学生支援制度，授業料減免制度の充実   ６ 大学連携の推進に関する目標    ・サテライトキャンパスひろしまの管理運営 ⅢⅢⅢⅢ    地域に根ざした高度な研究（研究の質の向上に関する目標）地域に根ざした高度な研究（研究の質の向上に関する目標）地域に根ざした高度な研究（研究の質の向上に関する目標）地域に根ざした高度な研究（研究の質の向上に関する目標）  １ 研究水準及び研究の成果等に関する目標   ・地域課題研究を始め産業振興に資する研究や専門教育の充実につながる研究を重点実施，成果の地域への還元  ２ 研究実施体制等の整備に関する目標   ・柔軟な研究体制を整備し，先端的，学際的な研究を推進 ・科学研究費補助金の獲得支援強化，外部資金の積極的な導入 ⅣⅣⅣⅣ    大学資源の地域への大学資源の地域への大学資源の地域への大学資源の地域への提供提供提供提供と新たな知的資産の創造と新たな知的資産の創造と新たな知的資産の創造と新たな知的資産の創造（地域貢献に関する目標）（地域貢献に関する目標）（地域貢献に関する目標）（地域貢献に関する目標）     １ 地域における人材の育成に関する目標   ・企業等で活躍する社会人や専門職の技術・能力の更なる向上，学び直しの支援の強化，高齢社会に対応した学びの提供 等  ２ 地域社会との連携に関する目標   ・企業等との共同研究，市町等との協働事業の推進によるシンクタンク機能の発揮   ・地域連携センターによる生涯学習・産学連携推進，宮島学センター・フィールド科学教育研究センターによる地域活性化 

ⅤⅤⅤⅤ    大学運営の大学運営の大学運営の大学運営の強化，強化，強化，強化，効率化（効率化（効率化（効率化（法人法人法人法人経営に関する目標）経営に関する目標）経営に関する目標）経営に関する目標）        １ 業務運営の改善及び効率化に関する目標  （１）組織運営の改善に関する目標    ・理事長・学長のトップマネジメントを支える経営企画機能の強化    ・教員組織の見直し，事務局の見直し    ・監査制度の適切な運用（コンプライアンスの確保・リスク管理）  （２）教職員の教育力等の向上に関する目標    ・任期制，年俸制，教員業績評価制度を適切に運用し，優秀な教員を確保・育成    ・アクティブ･ラーニング，グローバル教育等，新たな教育に取り組む教員の確保・育成    ・戦略的大学経営を担える事務職員を確保・育成  （３）業務執行の効率化に関する目標    ・事務処理方法の改善，執行体制の見直し等  （４）戦略的広報に関する目標    ・新たな県立広島大学のブランド価値向上に向けた広報機能の強化  ２ 財務内容の改善に関する目標  （１）自己収入の改善に関する目標    ・外部資金獲得に向けた体制強化，有料講座等新たな収入源の開発  （２）経費の抑制に関する目標    ・計画的な定員管理により教職員を適正に配置し，人件費を抑制    ・管理業務の合理化等による経費抑制   （３）資産の管理・運用の改善に関する目標    ・保有資産・保有資金の適正管理・効率的運用  ３ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標     ・PDCAサイクルの徹底による法人運営及び教育研究活動の改善及び充実     ・情報公開の積極的な推進  ４ その他業務運営に関する重要目標  （１）危機管理・安全管理に関する目標    ・危機管理の徹底，学生，教職員に対する安全教育の推進，関係機関との連携強化  （２）社会的責任に関する目標      ・人権の尊重，法令の順守等の責任を果たすための体制の確立  （３）情報公開等の推進に関する目標    ・教育研究活動，法人経営の透明性の確保，情報公開の促進 （４）施設設備の整備・活用等に関する目標    ・計画的な施設設備の整備 

◆第２期の教育研究の成果を踏まえ，その強みを生かして，地域を 理解し，地域に愛着を持つ「課題探究型地域創成人材」を育成 ■実践力のある人材の育成（※「大学連携の推進」を含む） ■地域に根ざした高度な研究 ■大学資源の地域への提供  地域社会地域社会地域社会地域社会    の発展にの発展にの発展にの発展に    貢献貢献貢献貢献 
次期県立広島大学 

■法人運営の強化，効率化 
◆中央教育審議会答申「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて」等を踏まえた基本的視点 ①大学教育の質的転換（アクティブ・ラーニングの推進） ②高大接続の重視（高大７年間を見通す教育の開発・実践） ③地域を活かした教育・研究を志向する大学への移行 ④教員組織の見直し（教員の帰属意識，一体感の向上） ⑤運営の効率化（学内リソースの有効活用，外部資金獲得） ⇒組織再編を見据え，基本理念である「地域に根ざした，県民から信頼される大学」をより具現化する 
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